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今回の実習での担当学年は 2 年生であった。2 年生の文系クラスにおいて全部で 12 時間授業実践
を行った。授業実践のほかにも他学年の数学の先生の授業を参観した。また，文化祭や体育祭の準



























授業実践を通して 2 つのことについて述べる。1 つ目は，授業の流れ・雰囲気である。生徒が教
員の説明を聞き，理解し納得できるような間の取り方を改善する必要がある。また，教員の問いか
けに対し，生徒が考えることができる時間を十分に取りたい。2 つ目に，机間指導である。授業を
進めなければならないと思い，ただ生徒のノートを見るだけになっているときもあった。生徒の考
えた過程をしっかりと見ることができるようにしたい。また，机間指導をする中で，どこで多くの
生徒が躓いているのか，どのような間違いをしているのかを見極めるようにしたい。 
２．研究との関連 
今回行った研究授業では，教材の工夫，生徒の活動の 2 つに重点を置き授業を考えた。それぞれ
の視点から課題を述べる。1 つ目に，教材についてである。実習校のように受験を見据えた高校数
学の授業では，進度の関係もあり，毎時間興味を引くための教材研究に時間を掛けることは厳しい
現状である。今後，教科書を進めていくうえで興味を引くような教材をどのように授業に取り入れ
ていくかを考える必要がある。また，今回のように興味を引くような教材例が探せていない分野に
おいて，どのように教材を工夫するかを考える必要がある。 
2 つ目に，生徒の活動についてである。今回生徒は作業・実験を進めていくうえで，様々な考え
や意見を持っていた。だが，全体で考えを共有する時間もあまりとらず，誘導的に授業を進めてし
まった。グループ活動を入れたりすることで，生徒同士が考えを出し合い共有する時間を作るとも
っと生徒の意見や考えを引き出すことができたであろう。 
最後に授業全体についてである。授業の前半は生徒たちが作業・実験をしていたので，生徒たち
は授業についてきていたが，一般化させるとき，あまり段階を踏まず淡々と授業を進めてしまった。
また，説明をした後あまり間をとることが出来ず，生徒が理解し納得する時間がなかった。生徒が
説明を聞き理解し納得できるような間の取り方をする必要がある。また，生徒の発想を引き出すこ
とができるようなワークシートやパワーポイントの作り方を考えていきたい。 
